
                                                                                  
平成２３年度長崎県食品ウォッチャー第２回活動報告について 

 
消費者を「長崎県食品ウォッチャー」として委嘱し、食品表示等に関して不適正な食品の
情報提供を受け、改善していく制度をおこなっていますが、平成２３年度第２回目の報告等
による活動内容を取りまとめましたのでお知らせします。 
 
                                           記 
 
１ 食品ウォッチャーの委嘱数 
 
  県内で、１４８名（女性：１３４名 男性：１４名） 
 
２ 活動内容 
 
    ①日常の買い物活動の中で食品表示等に関する監視活動を行い、問題があった場合に 

情報提供 
    ②監視活動の結果について定期的報告（年間３回） 
    ③県が開催する「食品ウォッチャー研修会」（年２回）への参加 
 
３ 活動結果  
 
①食品表示等に関する情報提供内容 
件数５１件（平成２３年５月～平成２４年 １月３１日）  
食  品  分  類 情     報     区     分 結     果 

食肉 
・卵 水産物 野菜 

米・果物
加工品 その他 表示

添加
物 

異物
混入

健康
不安

その 
他 

調査・
指導 処理中

問題
なし
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 ②第２回定期報告の概要（１月３１日現在） 

調 査 期 間  平成２３年９月１日～１１月３０日 

調 査 店 舗 数  延べ７，８７３店舗 
調 査 食 品 数  延べ５０，８４８点（生鮮食品２４，３６２、加工食品２６，４８６）

 
③研修会の開催 
○第１回（平成２３年５月１０日～５月３１日） 

     県内９カ所で実施 
      長崎会場、県央会場、佐世保会場、島原会場、県北会場、五島会場、上五島会場、 

壱岐会場、対馬会場   参加者９０名 
      
○第２回（平成２３年８月３１日～１０月２１日） 

     県内９カ所で実施 
      長崎会場、県央会場、佐世保会場、島原会場、県北会場、五島会場、上五島会場、

壱岐会場、対馬会場   参加者８３名（食品ウォッチャー以外の参加含む）
     



          
４ 主な情報提供及び対応内容 
 
  
 

疑  問  点 
 

対応・処理内容 

 
★とうふの保存方法（要冷蔵１０℃
以下）が守られていない。 

 

 
要冷蔵で１０℃以下での保存は、メーカーの指定でもあ
り、これを守ることにより、賞味期限が意味のあるもの
となっていることを説明し、製品に表示してあるとおり
に販売を行うよう、販売事業者を指導しました。 
 

 ★豆乳の賞味期限の表示がない。  

調査時の店頭に並んでいる商品については、賞味期限の
表示はされていました。印字装置で賞味期限を印字して
いるため、確認漏れが発生したものと思われます。よっ
て、賞味期限の印字の確認を徹底するよう指導しました。 

 
★ももの原産地表示が欠落してい
る。 

 

 
調査時、外箱に産地が記載してあることを確認しました。
生鮮食品の表示の方法として、袋に表示する以外に、立
て札などポップで表示してもかまいません。また仕入れ
の箱などに正しい原産地の表示があれば、そのまま利用
できます。 
 

 ★たけのこの水煮が悪臭がする。  

 
食品ウォッチャーご本人様に現物を持って、最寄り保健
所に相談に行っていただきました。保健所にて調査を行
い、改善指導を行いました。 
 

 
★ゆでちゃんぽんの表示欄には消
費期限となっているが、別記のシー
ルには賞味期限となっている。 

 

 
製造者に対して、急速に劣化しやすいものについては、
消費期限として記載するように指導しました。 
その後、別記のシールの記載が消費期限に変更されたこ
とを確認しました。 
 

 


